
(1) 担当支部： 東九州支部 10912
分水嶺区分 2005年 2月 20日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
飯田勝之 10912
中野　稔 13997

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 立石池湖畔 131 17 33 12 27.8 873 9:40 砂利道

稜線とりつき 131 17 33 13 13.7 929 10:20 B-1
分水嶺到達点 堂尾台934m 湯平 131 17 33 13 10.5 942 10:28 B-1

鞍部 131 17 33 13 1.9 897 10:34 B-1
920mピーク 131 17 33 12 46.5 917 10:51 B-2

　 蛇越岳 131 17 33 12 33.2 1,035 11:13 B-2

分水嶺離別点 立石池湖畔 　 　
歩行終了点 立石池湖畔 131 17 33 12 27.8 873 11:53

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

5.1

経度E
秒

湯平
21.0
30.6
39.6

湯平

湯平

会員番号：飯田　勝之
(3)山行日：堂尾台～立石池湖畔(K071とK072の間)

名

事務局整理記入欄 東九州－21
曇り時々小雪

２名

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

2時間00分総歩行時間（休憩時間を除く）：

高堂台、蛇越岳ともに標高点で、四等三角点もなし

③⑤
③⑤
②④

特記事項
保存
状況

②蛇越岳北側斜面は、鞍部から中腹まで、山林境界の古い土塁が数百mにわたり残っている。

湯平

④蛇越岳北斜面は落葉樹を中心とした二次林であるが、相当程度天然林として復元している。

湯平 5.1

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

⑤2.5万分1地形図にある、堂尾台から蛇越岳北斜面にかけての破線の道は現状確認はできない。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

蛇越岳山麓の、立石池湖畔に車をおいて、林道　　線を野稲岳東南麓まで歩いて、昨年踏査終了地点から踏査を開始。蛇越岳

③高堂台から蛇越岳鞍部までの間はすべてヒノキの造林地。

昨年の支部の月例山行で実施した分水嶺踏査の、未実施部分の補足踏査で、野稲岳南東の稜線鞍部から蛇越岳山頂までの区間。

山頂で終了とし、立石池湖畔へ下山。
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

湯平
湯平 34.9

①③40.9

①高堂台南部の鞍部近くに無線アンテナとキュービクルの設置あり。



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　2.5万分の1地形図にある波線の道は見あたらないが、鞍部から少しいくと、広い稜線の上に、古い土塁が続いているのが確か
回線のアンテナは高い茅に遮られて見えない。

　台地から東南方向に緩い斜面を下っていく。磁石で方向を確かめながら下らないと分水嶺を離れてしまうほど、薄暗いヒノキ林
の中の斜面は稜線がはっきりしない。鞍部に下りきると右手はわずかに茅野となっているが、その向こうに見えるはずのマイクロ

められた。15分ほどの緩やかな登りで僅かにそれと分かる鈍頂に着く。920mのピークだ。そこからゆっくり下ると再び登りとなる。
このあたりから造林地は終わり、カエデやナラ、リョウブ、アカマツなどの自然林となる。次第に傾斜も急になり、林の様子も二次
林であるがどことなく趣のある天然林の様相を見せてくる。そして鞍部から25分ほどの登りで東西に長い蛇越岳の山頂に着いた。
　山頂の樹林から少し南の斜面に分け出ると明るい茅野で、下方には半分凍った山下ノ池や小田ノ池が見渡せる。空は相変わ
らず小さな雪がちらちらと舞い続けており、吹き付ける風は頬が切れるほど冷たい。山頂には前回踏査時にも見つからなかった
が、今回も標高点を示す4等三角点など何物も見あたらなかった。

そこからアスファルト舗装の道が上に伸びている。野稲岳山頂にある国土交通省のアンテナに通じる管理道路だ。この道を4・5

く登ってのっぺりとした分水嶺上の稜線に着き、これを東南に向かうとすぐに、ヒノキ林の中のだだっ広い台地状の上に着く。堂
分登ってカーブ地点から林に踏み込む。ここがとりつき地点である。踏み込むと緩斜面の薄暗い林床はヒノキの造林地内で、緩

れない４等三角点は見あたらなかった。

　林道に戻り3分ほどで林道の分岐に出た。昨年7月25日に支部の月例山行でその日の分水嶺踏査を終えて乾杯したところだ。

尾台である。ここまで前回来ている。前回も分からなかったが、今回も広い台地の上を探して回るが、934m標高点にあるかもし

　粉雪が風に吹かれて舞う立石池湖畔に車を止めて、鎖の張られた林道のゲートを入る。さほど荒れていない砂利道の林道は、
地面が軽く凍っている。ほぼ平らな林道を30分ほど歩くと、右手上にアンテナが見えてきた。分岐から入って近づくと、電力会社
のマイクロ回線のアンテナとその電源キュービクルであることが分かった。そのアンテナのすぐ上の方が分水嶺の稜線であるこ
とが地図と現地確認で分かる。
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